
食　糧
（長期保存
可能なもの）
の例

主食類

○米
○乾麺類（そば・ソーメン・うどん等）
○切り餅
○コーンフレーク・シリアル類
○乾パン

各種調味料

その他

○レトルト・フリーズドライ食品
○冷凍食品（家庭での保存温度ならびに停電に注意）
○インスタント麺類
○缶詰
○菓子類
○ミネラルウォーター
○ペットボトルや缶入りの飲料

日用品・
医療品の例

常備品

○常備薬（持病の処方薬・胃薬・痛み止め・その他）
○絆創膏（大・小）
○ガーゼ・コットン（滅菌のものとそうでないもの）
○解熱鎮痛剤（アセトアミノフェンなど）
　※ 薬の成分によっては、インフルエンザ脳症を助長する可能性があることから、
購入時に医師・薬剤師に確認しましょう。

インフルエンザ
対策の物品

○マスク（１人２０枚から２５枚程度）
○ゴム手袋（破れにくいもの）
○水枕・氷枕（頭や腋下の冷却用）
○漂白剤（次亜塩素酸：消毒効果がある）
○消毒用アルコール

災害時のための物品
（あると便利なもの）

○懐中電灯　　　　　　　　　　　○アルミホイル
○乾電池　　　　　　　　　　　　○洗剤（衣類・食器等）・石鹸
○携帯電話充電キット　　　　　　○シャンプー・リンス
○ラジオ・携帯テレビ　　　　　　○ティッシュペーパー・保湿ティッシュ
○カセットコンロ・ガスボンベ　　○生理用品（女性用）
○トイレットペーパー　　　　　　○ビニール袋（汚染されたごみの密封に利用）
○キッチン用ラップ　　　　　　　

　新型インフルエンザが海外で大流行すると、様々な物資の輸入の減少・停止が予想され、新型インフルエ
ンザが国内で発生した場合、食料品・生活必需品等の流通・物流に影響が出ることも予想されます。このため、
災害時のように最低限（２週間程度）の食糧・日用品を備畜しておきましょう。

新型インフルエンザへの家庭での備え

※出典：「鹿児島県個人及び一般家庭・コミュニティ・市町村における新型インフルエンザ対策ガイドライン」

厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/　　　　国立感染症研究所　 http://www.nih.go.jp/niid/index.html
県　　　　　http://www.pref.kagoshima.jp/　市　　　　　　　　http://e-kanoya.net/

新型インフルエンザに関する情報

咳エチケットを心がけましょう

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
方
法

  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

あ
っ
て
も
、
毎
年
冬
に
流
行
す

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
と

基
本
は
同
じ
で
す
。

○
帰
宅
後
の
手
洗
い
・
う
が
い

　

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
咳
・
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す

〜
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
た
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　

市
で
は
、
メ
キ
シ
コ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
人
へ
の
感
染
が
確
認
さ

れ
た「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」に
関
し
て
、
国
や
県
の
動
き
に
合
わ

せ
て
鹿
屋
保
健
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供
や
電
話
相
談
窓

口
の
開
設
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
正

確
な
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
対
応
と
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
か
な
？
」
と
思
っ

た
ら
、
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
（
鹿
屋
保
健
所
内
☎
０
９
９
４

－
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－

３
１
０
７
）
又
は
各
電
話
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
情
報
は
５
月
１
日
現
在
の
情
報
で
す
。

　

 

最
新
の
情
報
は
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
入

手
し
、
そ
の
情
報
を
参
考
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
健
康
増
進
課　

☎
０
９
９
４

－
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－

２
１
１
０

　

38
℃
以
上
の
発
熱
及
び
急
性

呼
吸
器
症
状
が
あ
り
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
な
ど
と
接

触
し
た
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
国
や
地

域
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
な
ど

の
場
合
は
、
ま
ず
、
鹿
屋
保
健

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
診

す
る
病
院
や
受
診
方
法
を
お
教

え
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

は
、
必
ず
事
前
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
事
前
連
絡
を
し
な
い

で
受
診
す
る
と
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
た
場
合
、
待

合
室
な
ど
で
他
の
患
者
に
感
染

さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

病
院
を
受
診
す
る
際
は
、
他

の
人
に
感
染
し
な
い
よ
う
に
マ

ス
ク
を
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

相 談 窓 口 電 話 番 号
厚生労働省 ０３－３５０１－９０３１

県保健福祉部健康増進課 ０９９－２８６－２７２４
県農政部畜産課 ０９９－２８６－３２２４

県危機管理局危機管理防災課 ０９９－２８６－２２５６

鹿屋保健所 ０９９４－４３－３１０７
０９０－２３９１－９３２０（時間外）

志布志保健所 ０９９－４７２－１０２１
０８０－５２４５－０４７６（時間外）

市健康増進課 ０９９４－４１－２１１０

鹿屋保健所と志布志保健所内に、発熱相談センターを併設しています。発熱のある人はご相談ください。

電話相談窓口

鹿
屋
保
健
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
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が
あ
る
人
は
、
必
ず
マ
ス
ク

　

を
つ
け
る
な
ど
咳
エ
チ
ケ
ッ

　

ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
り

　

ま
し
ょ
う
。

○ 

室
内
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に
、

適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

○
人
混
み
を
避
け
、
外
出
を
控

　

え
ま
し
ょ
う
。

● 咳・くしゃみが出たら、他の人にうつさないためにマスク

を着用しましょう。

　 マスクを持っていない場合は、ティッシュなどで口と鼻を

押さえ、他の人から顔をそむけて１ｍ以上離れましょう。

● 鼻汁・痰などを含んだティッシュはフタ付きのゴミ箱に捨てま

しょう。

●咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。

　（マスクの着用は説明書をよく読んで、正しく着用しましょう）

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや


